
鹿児島市および桜島の大気汚染（降灰）調査（第５報）
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（ＰａｒｔＶ）InvestigationfromAprill，１９８２throughMarch31，１９８３

ＴｏｓｈｉｏＴＡＫＥＳＨＩＴＡ，ＳｈｉｇｅｒｕＭＡＥＤＡ，ＭｏｒｉｏＩＭＡＹＯＳＨＩ
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ThesamplevolcanicashesfromMt・Sakurajimaweremonthlycollectedａｔｌ４１ｏｃａ‐
tionsinKagoshimacityandat71ocationsinSakurajimafromAprill，l982through
March31，1983．

TheSamplescollectedwerefiltered，theresiduesweredriedandweighed，andthe
filtrateswereanalyzedforpH,SO42〒,C､-andwater-solublematter・
TheamountsofsulfuroxidesabsorbedonPbO2-candlesatl91ocationsforamonth

werealsodetermined・

Thehighestvolumeofvolcanicashes，16,478ton/km2･month，wasrecordedatKoku‐
minshukusha-Sakurajimasoi、August、Ｔｈｉｓｖａｌｕｅｗａｓｔｈｅｈｉｇｈｅｓｔｉｎｔｈｏｓｅｒecorded
duringthelast4years・
ThehighestamountofsulfuroxidesabsorbedonthePbO2-candle，１．８１ｍｇ／100cm２
.day，wasdeterminedatSakurajima-HospitalinJuly．

１．緒論

桜島火山から噴出する火山灰や火山ガスがもたらす

大気汚染による農作物その他への被害，山腹等に降り

積った降灰が降雨によって，土砂や岩石と一緒に押し

流されるいわゆる土石流は現在大きな社会問題となっ

ている．

著者らはここ数年，鹿児島市および桜島の数地点で

の降灰量・降灰成分・大気中の硫黄酸化物等の調査を

行なってきている''-7)．その結果降灰量にはやや周期

'性のあるらしいことや3),４１，桜島の有村地区や野尻地

区では，他の地区に比べて，特に硫黄酸化物汚染が著

しいことがわかってきた．今回は引き続いて行なった

昭和５７年４月から昭和５８年３月までの５７年度調

査結果について報告する．

*元鹿児島大学学生

2．実験方法

２．１調査方法の概要

図１に示す桜島（鹿児島市桜島地区と鹿児島郡桜

島町）に７ヵ所，桜島を除く鹿児島市（以後鹿児島

市と称す）に１４カ所，合計２１カ所の測定地点を設

定し，英国規格のデポジットゲージ81,91に準ずる降下

ぱいじん（降灰）捕集器（ロートの直径約３０cm，容

器の容量２０４，鹿児島市ではガラス製，桜島ではポリ

エチレン製容器を使用）を設置して，毎月末に降灰・

降水混合試料を採取した．採取試料をろ過し，ろ液に

ついて降水量（２．ｍｍ)，ｐＨ，ＳＯ４２‐濃度，Ｃｌ‐濃度を

測定し，ろ液の蒸発残さ分から降灰の可溶性成分量を

求めた．今までの研究により，鹿児島市での降下ぱい

じんの大部分は明らかに桜島降灰からなることがわか

っているので，降下ぱいじん量を降灰量と表現した．
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また適宜降灰の不溶性成分中の重金属成分分析，粒度

分析，降灰に吸着されたタール分，ＤＯＰ，ＤＢＰに

ついても調べた．

一方桜島中学校，国民宿舎桜島荘を除く１９測定地

点に設置した二酸化鉛キャンドル法8),9)により捕集さ

れた硫黄酸化物も毎月末に測定した．

2．２降灰量測定方法

降灰量(不溶性成分十可溶性成分)測定方法は前報２１

と同じである．

２．３降灰共存降水中の硫酸イオン・塩素イオン

定量法

前報２１に記した方法によった．
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１０１

出し，抽出液をガスクロマトグラフ法（以下ＧＣと

称す）によってＤＯＰ（ジ（２－エチルヘキシル）フ

タラート)，ＤＢＰ（ジブチルフタラート）を分析し，

試料中の含有率を求めた．ＧＣ分析条件は次のとおり

である．

ＧＣ装置：柳本ガスクロマトグラフＧ８０

固定相：ＳｉｌｉｃｏｎＯＶ－１７（５％）

カラム：３ｍｍ径×2.25ｍガラス

キヤリアガス：Ｎ２（99.999％)，２５ｍ０/ｍｉｎ

カラム温度：２３４℃（ＤＯＰ)，２０２℃（ＤＢＰ）

注入口温度：２７０℃

検出器：ＦＩＤ(水素圧0.7k9/cni,空気圧1.0k9/c㎡）

２．８大気中の硫黄酸化物定量法

前報2)と同じ方法によった．

2．４不溶性成分のタール分含量と粒度分析

昭和57年６月定期採取降灰のうち，鹿児島市14測

定地点中降灰の多かった３地点と，桜島７測定地点に

ついて分析した．試料採取量を約509とし前報２１と同

じ方法で測定した．

2．５不溶性重金属成分分析法

桜島中学校を除く桜島６測定地点において，昭和

57年８月に定期採取した降灰・降水試料を，ろ過し

て得られた不溶性成分中のＭｎ・Ｆｅ・Ｎｉ・Ｃｕ・Ｚｎ・

Ｐｂ含有率を求めた．また定期採取とは別に，鹿児島

市役所で８月に採取した雨に濡れていない降灰につい

ても同様に分析を行なった．降灰約１０９を前報２１と

同様な方法で酸分解し，その酸分解液を適宜希釈し，

標準添加法を用い，フレーム法による原子吸光分析法

で分析した．
3．実験結果と考察

２．６可溶性重金属成分分析法

3.1月末測定結果
前項降灰．降水試料のろ液中のＭｎ・Ｆｅ・Ｎｉ・

Ｚｎ・Ｐｂイオン濃度を前項と同じ方法で定量し，こ

の値に降水量を乗じて可溶性重金属の降下量とし，降

灰量に対する含有率（ｐｐｍ;降灰１ｋ9あたりの重金属

の､9数）を求めた。

２．７ＤＯＰ・ＤＢＰ分析法

各測定地点における毎月末測定結果を表１～表２１

に，鹿児島市と桜島の平均データをそれぞれ表２２，

表２３に示す．１年間の測定値の中にはやむを得ぬ事

情で欠測値になったものがあったが，それらは表ごと

に示し，そのデータを除いて平均値を求めた．表２４

には鹿児島地方気象台調べの測定期間中における桜島

の噴煙活動状況と噴煙の流向を示す．試料約１２０９をソツクスレー抽出器でエーテル抽

表ｌ吉野中学校
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表２伊敷中学校

降水量

験
硫酸イオン 塩素イオン Ⅶ

艶

【l‐（】

１０

＊二酸化鉛キャンドル破損のため欠測値

*＊９月を除いた11ヵ月平均

表３玉竜高校
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表４原良小学校
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不溶性
成分
to､/k㎡・
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、g／０

＊人為的と思われる異物混入のため，降水量，硫黄酸化物以外は欠測値
*＊降水量，硫黄酸化物以外は１１ヵ月平均
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２
３
｜
鞘

１
１
１
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７
０
４
８
０
７
７
９
２
１
９
８

９
２
８
６
９
２
０
８
７
３
０
２

１

２
１
３
２
１
１

１

４
５
９
１
１
１
１
４
３
１
５
７

５
１
５
５
８
６
８
３
４
３
３
２

１

７
３
２
０
４
９
２
４
４
２
４
６

１
２
１

３
３
６
８
４
６
０
３
６
３
３
４

０
２
９
８
０
３
１
９
７
３
１
３

１
１

２
２
３
２
１
１

１

０
３
０
９
９
３
６
９
５
０
２
４

１

２
３
１
６
１
１

２
５
５
７
０
２
１
５
７
３
９

●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
，
６
２
１
１
０
０
１
０

７
２
３
４
６
８
０
５
７
３
１
８

２
３
１

９
３
６
６
５
２
５
６
６
２
２
９

●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
岳

０
０
０
１
４
１
０
０
０
０
１
１

２２７ ２３４

９．１４

１１．１９

１４．７０

２７．４３

１２．２０

１１．１７

０．９９

９．００

５．９０

６．４０

７．００

１９．０９

１
０
１
３
５
０
４
９
５
７
０
４

３
６
１
９
７
６
１
２
８
９
０
７

１
１
２
３
１
１
１
１
２

函’ 霞’
５
０
９
３
８
４
７
４
２
８
６
３

５
１
２
４
３
３
５
２
４
２
２
２

１

７
２
６
６
６
５
２
３
４
２
３
６

１

硫黄
酸化物

嚇側c㎡
０．２９

０．１３

０．２９

０．２１

０．３５

０．１６

０．１８

０．１７

０．２１

０．１９

０．１０

０．１６

０．２０

月

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３
｜
輯

１
１
１

８
２
４
８
６
０
２
５
６
２
２
４

０
●
●
●
●
●
●
●
■
申
●
●

０
０
０
１
２
１
０
０
０
０
１
１

６
１
２
３
６
６
５
４
６
３
０
６

１
１

１

５
３
０
０
７
９
４
５
０
０
５
７

●
●
■
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
ｏ

４
５
５
５
５
４
５
５
５
５
５
４

７
２
６
４
９
４
３
３
２
５
０
２

８
９
６
７
４
３
７
５
４
１
３
７

１

１

４
３
２
１
５
９
５
６
６
７
３
８

９
９
７
９
５
３
７
５
４
１
３
７

１

１

３
０
５
０
７
６
９
８
３
１
４
３

１

１
２
２
１

７
２
９
１
０
４
０
３
８
５
７

●

ら
●
巳
●
●
●
●
各
０
■

１
０
３
７
１
１
０
１
０
０
０
０



４
９
５
３
３
５
７
４
７
０
１
９

７
１
４
１
５
９
３
３
２
１
２
４

１
１
１

鹿児島大学工学部研究報告第２５号（1983）

６
０
２
２
０
１
６
０
０
８
６
８

１
１
１
１
１

１

表８九州電力

８
４
６
５
６
３
７
６
６
９

●

●
ｅ
●
ｅ
●

●
●
●
●

０
０
２
４
１
１
０
０
０
０
０
１

104

降水屋

ＰＨ 蕊
Ing/‘｜

硫酸イオン 塩素イオン 硫黄
酸化物

職､c㎡
０．２４

０．１６

０．３２

０．２３

０．３２

０．１７

０．２２

０．０５

０．２３

０．２３

０．１５

０．１８

０．２１

月

９．７９

１１．７４

１５．３４

２６．３８

１１．７５

９．０１

０．８４

８．１５

４．６５

６．１５

６．３５

１８．２４

８
６
７
３
６
７
１
６
６
８
１
７

３
６
１
７
６
２
１
１
６
８
９
５

１
１
２
３
１
１
１
２

５
４
１
１
６
１
４
８
３
２
５
７

●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●
●

４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
４

８
４
４
３
２
８
５
３
９
３
１
６

８
７
５
７
７
３
０
５
３
２
４
７

１
１
１

１
１

３
４
１
４
４
２
８
２
５
９
６
２

６
１
３
４
４
６
７
２
５
２
１
３

１

９
２
６
６
６
８
２
２
４
２
２
７

１

６
６
１
０
９
６
７
５
３
５
２
４

９
７
６
９
７
４
０
５
４
２
４
８

１
１
１

１
１

５
０
０
８
２
１
８
８
２
０
３
７

１

１
３
１
１

７
７
３
３
４
９
０
７
３
６

●

①
●
●
●
■
●
●
●
●

０
０
０
６
０
１
０
０
１
０
０
１

８
２
４
１
６
７
２
６
６
２
０
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
１
２
０
０
０
０
０
１
１

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３
｜
鞠

１
１
１

６
１
２
３
７
６
５
５
８
３
９
６

１

１

１００ １２ ０．８９５

表９紫原中学校

降水凪

陰
硫酸イオン 塩素イオン 硫黄

酸化物

嚇側c㎡
０．２４

０．１９

０．３６

０．２４

０．２６

０．１３

０．２２

０．０５

０．１５

０．１５

０．０３

０．２０

０．１９

月

８．９０

１０．６９

１３．９９

２６．５０

１０．８０

１０．０１

１．２０

８．６０

３．９０

６．６０

５．７０

１８．４０

８
４
２
３
６
４
７
４
６
５
２
６

２
５
０
８
５
４
１
２
５
９
８
６

１
１
２
３
１
１
１
２

５
１
０
３
９
２
５
７
０
０
１
４

●
■
●
●
●
●
●
●
ｐ
●
白
●

４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
４

７
７
８
１
８
８
５
１
２
８
８
４

６
１
３
０
４
８
３
３
２
１
４

１
１
１

８
２
２
１
４
０
５
３
２
１
３
８

５
１
３
３
３
５
２
２
７
２
２
１

１

７
２
６
１
５
７
２
３
５
２
２
４

１

＊人為的と思われる異物混入のため，降水量，硫黄酸化物以外は欠測値

*＊降水量，硫黄酸化物以外は11ヵ月平均

６ ８
１
４
８
９
７
２
５
６
２
９
４

●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
ｐ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
１
０
０
０
０
０
０
１

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３
｜
鞘

１
１
１

２
２
週
５
０
４
９
３
９
６

１

表１０南中学校

１５

４
１
２
５
１

６
２
４
４
４

９
３
８
８
６
１

1-豆’
硫酸イオン 黄

物
吋
５
７
１
４
８
５
４
０
４
９
１
２
２

と
Ⅱ
２
１
３
３
１
２
２
１
２
１
１
２
２

硫
伽
聯
：
：
：
：
：
０
０
０

月

均平

９．４０

１０．９９

１３．５８

２７．７５

１２．２９

８．８０

０．７４

７．９０

５．４０

６．４０

６．４０

１９．２９

６
９
６
１
７
７
０
４
８
２
２
９

３
５
９
０
７
２
１
１
７
９
９
７

１
１
１
４
１
１
１
２

５
３
６
３
７

●
●
●
●
●

４
５
４
５
５

48

148

251

150

110

３
４
７
３
９
３

９
４
３
２
５
８

２
７
４
４
３

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０

５７

１５１

２５９

１６８

１１７

８
２
７
６
３

１
１
１
１

１
８
３
４
２

●
●
凸
Ｏ
ｇ

ｌ
１
３
６
２

５
１
３
２
３１

７
２
６
８
１

●
●
●
●
●

０
０
０
０
２

６
９
２
０
１
５

●
●
●
。
●
●

５
５
５
５
５
４

２
１
１
２
７
０

９
４
３
２
５
８

４
３
１
６
２
３

２
３
７
１
２
１

１ １
４
７
１
２
３

８
４
９
３
９
５

１
６
４
５
３
０

２ １
４
８
２
０
２

■
●
●
●
●
●

０
０
０
０
１
１
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降水歴

面 震
硫酸イオ 塩素イオン 黄

物
吋
７
３
４
２
３
７
８
４
７
３
８
９
５

上
Ⅱ
１
１
３
２
１
１
１
０
０
１
０
１
１

硫
伽
僻
α
：
０
：
：
：
：
，

月

1０．３０

１２．６０

１４．３０

２８．３８

８．５０

９．９９

０．９０

７．３０

７．３０

６．９０

７．００

１９．７０

９
２
６
０
３
４
３
７
２
０
１
４

４
８
０
１
２
４
１
３
８
０
０
８

１
１
２
４
１
１
１
１
１
２

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３
｜
鞄

１
１
１

８
２
７
２
８
８
７
０
４
３
２
７

●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
Ｇ

４
５
４
５
５
５
５
６
５
５
５
４

９
９
４
６
０
９
６
８
５
４
９
７

２
５
１
１
１
１

０
８
８
５
３
１
８
０
７
７
６
９

３
２
１
２
２
６
２
１
３
２

４ ３
０
０
２
３
２
６
１
７
７
２
９

１
３
６
２
１
１
１
１
１
１

５
０
０
８
２
７
２
１
７
１
７
４

１

１

１

１

７
１
３
４
０
２
１
７
９
８
０

●

ｐ
●
●
●
●
巳
●
●
⑪
Ｏ

Ｏ
０
２
３
１
１
０
０
０
０
０
１

６
２
４
８
２
４
１
４
６
３
２
３

●
。
■
●
●
●
●
■
●
①
●
●
●

０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
１

４

５
６
２
３

２
２
０
３
８
３
６
４
０
５

１

１

３
２
３
３
２

表１２朝日生命谷山

０．２２
－

)－０

４
５
６
７
８
９

１
２
３

一

平均
一

表 １３谷山福祉会館

０
１
２

１
１
１

９
６
３
９
９
２
９
３
２
７
０
６

６
４
１
４
３
８
３
４
２
１
２

１

竺亘Ⅱ
黄
物
吋
１
０
９
４
５
１
５
３
２
３
４
６
３

と
Ⅱ
２
２
４
３
３
３
２
０
１
１
０
２
２

硫
駒
聯
：
：
：
α
：
：
０
０

月

７

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３
｜
鞘

１
１
１

1０．３０

１１．９０

１３．８９

２７．８９

５．２０

８．７９

１．１０

８．６０

５．８０

７．６０

６．５０

２１．１０

９
２
０
３
５
７
６
４
４
０
４
５

４
７
０
０
７
２
１
２
８
１
９
０

１
１
２
４
１
１
１
３

７
９
６
４
０
１
８
９
６
３
１
８

●
○
屯
。
●
●
●
。
●
●
●
●

４
４
４
５
６
５
５
５
５
５
５
４

０
３
６
９
３
０
８
８
７
０
６
０

１
１
１

１
１
１

１
１
１

１

０
１
８
７
３
４
３
４
４
２

１ ０
３
４
６
７
４
１
２
１
２
７
７

２
１
２
１
１
１
２
１
１
１
１
１

１

０
０
８
０
７
４
８
７
３
９
０
０

１
１
１

１

１

６
０
２
５
３
８
３
８
７

●
●
●
◆
●
●
●
。

●

０
０
３
４
１
０
０
０
０
０
０
２

４
１
２
１
２
４
５
３
６
３
９
４

２

６
２
４
４
５
５
１
４
６
３
０
１

●
●
●
●
岳
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
１

４
３
０
０
２
３
５
５
５
５
５
６

２
２
５
３
２
２
２
０
１
１
０
２

●
ｐ
●
●
●
●
●
●
●
●
巴
①

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

硫黄
酸化物

嚇伽c㎡
月

降水量

、 ｍ、

ＰＨ

不溶性
成分
to､/k㎡．

month

蒸発
残さ

ｍg／、

可溶性
成分
ton/k㎡．

month

降灰量

to､/k㎡.

month

硫酸イオン

ｍ９／、
to､/k㎡．
month

塩素イオン

ｍ９／《
to､/ｋ㎡．

month

９．８０

１１．８５

１４．１４

２７．６０

８．９５

８．０３

０．９５

７．８５

５．４５

６．５５

５．８５

２０．１５

'41

170

203

396

128

115

1４

113

９
５
５

７
９
８

290

８
１
９
３
０
３
７
８
４
２
１
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
５
４
５
６
５
５
５
５
５
５
４

１７

２９

142

２
３
３
１
２
２
２
５
０

５
４
２
４
１
１
１
２
６

7６

４

７
６
４
５
５
６
３
２
０
３

４
２
５
３
３
２
５
３
４
１

１

１１

１

９

１０

６
４
２
３
５
２
４
３

８
０
１
２
９
７
３
５
６
５
９
３

２
３
５
６
４
２
４
１
１
１
２
６

１

０
０

1５

１１

１６

６

2０

０
８

７
０
１
１

４

０
４
９
７
３
８
３
０
０

０
０
３
４
１
０
０
０
０
１
１
１

５
１
３
２

2６

５
９
４
８
４
１１

７

７
２
６
８
１
６
１
４
８
３
１
８

①
●
■
●
●
ａ
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
３
０
０
０
０
０
１
１

１５２ 3９ ５ 4４ 1.2 0.9



1１２１

604

2820

４５２

５１３

３００

１４１

３８３

835

1523

4991

８８４

106

２
２
４
７
９
５
３
５
７
４
７
２

７
１
２
２
３
１
５
８
１

１

表１４鹿経大

７
２
２
５
５
９
７
９
４
０
７
０

●
■
●
●
■
●
①
Ｇ
■
●
●
●

３
２
６
３
５
０
０
０
４
４
９
４

１

鹿児島大学工学部研究報告第２５号（1983）

降水歴

J雪
蒸発
残さ

、g／、

硫酸イオン 塩素イオン 硫黄
酸化物

珊側c減
０．１３

０．１７

０．３５

０．１５

０．１６

０．１９

０．１６

０．０４

０．１１

０．１２

０．０

０．１３

０．１４

月

11.99

12.54

14.63

27.33

６．２４

１０．３３

１．２０

９．１０

５．８４

８．８４

７．８４

２２．９４

173

181

211

394

９０

１４９

１７

１３１

84

127

113

331

１
９
９
６
９
７
９
０
５
３
０
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
４
４
５
５
５
５
６
５
５
５
４

７
５
４
６
５
５
９
３
３
５
２
４

０
１
１

１

２
４
５
８
０
４
３
１
５
４
８
７

４
５
３
４
３
９
２
７
３
１
１

７
１
１
５
３
５
２
３
８
３

１
１

４
５
５
１
８
０
１
６
０
８
３
８

１

１
２
１
１
１
１
１

１

５
０
２
０
０
８
６
１
３
４
６
２

１
１
２
１
１
１

９
５
９
７
２
３
１
３
４
８
６

●

●
●
●
●
巳
●
●
■
●
●

０
０
２
３
１
１
０
０
１
１
０
０

３
１
２
２
０
３
７
４
６
４
０
４

２
１

５
２
４
８
７
５
１
５
６
４
４
２

●
●
●
■
●
●
■
ｅ
●
●
●
■

０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
１

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３
｜
鞠

１
１
１

５

２０ １．２ ０．７

表ｌ５高免小学校

意 蕊Jmg/'’
硫酸イオン 塩素イオン 硫黄

酸化物

聯､c㎡
０．１３

０．１２

０．３６

０．７８

０．１５

０．０８

０．１１

０．０９

０．０７

０．１７

０．０７

０．０９

０．１９

月

13.22

12.84

17.81

35.09

13.96

12.01

１．５７

１３．４７

２．０５

６．４７

７．２０

２４．０４

１
５
７
６
１
３
３
５
０
４
４
６

９
８
５
０
０
７
２
９
３
９
０
４

１
１
２
５
２
１
１
１
３

８
６
９
０
６
４
７
２
５
１
２
３

●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①

３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４

1087

594

2792

４３８

４９８

２８９

１３９

３７７

826

1512

4975

８６７

７
７
８
８
５
９
１
３
３
７
４
９

７
５
０
２
７
５
２
３
４
５
４
４

１

１

１

２
１
１

４
０
７
４
４
１
３
６
９
２
６
６

３
１
２
１
１
１
１
１
１

＊台風によるデポジットケージ破損の為欠測値

*＊１１ヵ月平均

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３
－
輪

１
１
１

９
３
２
９
３
８
６
０
２
３
７
４

２
２
２
２
１
１
４
３
３
１

５
１
７
６
３
５
４
８
６
４
１
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
４
５
４
４
１
０
１
１
２
４
４

１２００ １２１４ ４．６

表１６桜島中学校

６
８
８
６

１

１
１

降水量

８３４

907

1150

５９８

硫酸イオン 塩素イオン 硫黄
酸化物

珊伽cmf
月

均平

１１．３２

１３．５８

１０．７７

２９．８３

163

196

155

431

４
１
３
８

■
●
●
●

４
４
４
４

８１８

898

1131

５８２

９８

４６

１１３

３６

７５

２１６

456

1028

７２４

771

2679

９
３
５
９
６
５
４２

３
４
６
２

３
１
１
１

４
６
５
３

●
●
●
●

５
２
２
５

３
０
９
９

●
●
●
凸

２
２
３
０

４
１
５
２

１
１
２

1１．３３

１．２８

９．２７

１．４９

６．０４

５．７０

１９．２０

４
９
４
２
７
２
７

６
１
３
２
８
８
７

１

１

２

０
０
６
２
５
４
３

■
■
●
●
●
●
●

５
４
４
４
４
４
４

６５

２１２

４５０

１０１９

７１８

766

2655

６
０
１
３
４
５
８

５
９
４
２
９
５
８

１

３

１１ ８５８

３
０
８
８
８
７
３

１
２
１
２
２
１
２

１

３
４
３
４
９
５
２

●
。
●
０
●
●
●
●
●

２
０
２
３
１
１
６

６
８
７
１
０
９
１

１
２
６
１
１
２

８
５
９
７
７
７
６

●
●
●
■
●
●
●

２
０
０
１
０
１
５

８４７
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表 １７国民宿舎桜島荘

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３
｜
軸

１
１
１

10.85

14.06

14.45

20.80

16.62

12.79

１．３４

１２．２７

１．７９

５．７９

７．１８

１９．０４

降水量

面
硫酸イオン

２９４

＊異物混入の為欠測値

*＊降水量を除き１１ヵ月平均

表１８桜島病院

＊台風による二酸化鉛キャンドル破損の為欠測値
*＊二酸化鉛キャンドル破損の為欠測値

表１９桜島荘

１．７

降水量 不溶性
成分
to､/k㎡・
month

蒸発
残さ

、g／’

可溶性
成分
to､/k㎡・
month

硫酸イオン 塩素イオン 硫黄
酸化物

嚇側c㎡
１．０５

０．２２

０．６３

１．８１

＊

＊＊

１．２６

０．０７

０．４１

０．４２

０．３３

０．８８

０．７１

降灰量

to､/k㎡・

month

月 ＰＨ
to､/k㎡・
month

to､/k㎡・
month

、 ｍg／‘

竹下・前田・今吉・原之園：鹿児島市および桜島の大気汚染（降灰）調査（第５報）

硫黄
酸化物

瀞､c㎡
０．５７

０．２９

０．３３

０．０６

０．０６

０．４１

０．４６

０．１２

０．９６

０．３４

０．３５

０．９９

０．４１

塩素イオン

１２

６
２
７
８
８
３
９
６
６
３
３
２

５
０
０
９
３
８
１
７
２
８
０
７

１
２
２
２
２
１
１
１
２

９
９
９
１
２
２
５
７
４
０
０
８

●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●

３
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
３

368

1915

3456

745

1929

714

1457

３９７

１６０

１１８

２１６

８０５

４
１
３
６
５
８
２
４
３
８
１
９

７
５
２
７
７
６
５
３
０
３
３
４

１

５
１

２
０
５
４
６
３
０
６
３
２
３
３

１
１
２
３
１
１
１
１

３
８
３
７
２
５
８
６
９
３
８
５

１

１

２
１
６
１

０
６
７
１
９
９
２
９
３
２
９
０

■
●
●
●
●
申
●
●
０
●
●
●

２
１
２
３
４
２
１
０
０
０
０
４

164 1023 1２ １０３６ 4.0 2.1

2230

ｍg／《 ｍg／、

降水量 不溶性
成分
to､/k㎡・
month

蒸発
残さ

、g／‘

可溶性
成 分
to､/k㎡・
month

硫酸イオン

2219

９．６７

１２．２１

１３．１１

６．９０

１１．５０

８．３６

１．２４

１２．５７

１．５６

６．０９

６．００

１４．７４

降灰量

to､/k㎡・
month

月 ＰＨ
to､/ｋ㎡・

month
to､/k㎡・
month

０

３
９
８
５
１
８
９
５
７
４
９
１

５
３
４
３
４
８
４
１
５
０
１

１

４
７
２
１
１

２２８

１８５

１８３６

１２９

５６１

，３４４

１３９１

１０１６

４８０６

９００７

３５０４

３６１６

ｍ、

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３
｜
蒲

１
１
１

７
２
５
３
４
６
８
８
０
７
０
３

２
１
２
１
１
２

７
３
５
８
３
８
７
８
３
６
５
８

３
７
８
９
６
１
１
７
２
８
８
０

１
１
１
１
１

１

２

６
５
３
０
８
６
８
４
６
７
４
３

●
Ｄ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
５
４
５
４
４
４
４
４
４
４
４

８
３
８
９
５
６
８
７
３
８
５
０

●
。
。
●
●
●
。
●
●
ｅ
●
○

０
０
２
０
１
０
０
１
２
１
２
４

123

２３５

186

1861

１４２

５６５

350

1400

1023

4826

9025

3514

3638

７
３
７
０
４
２
４
０
３
７
４
４

３
１
１
１
３
３
８
１
４
３

２
２
１

０
５
９
９
１
５
８
０
０
０
０
８

●
●
●
●
■
●
●
■
●
岳
●
●

１
０
６
２
２
１
３
５
８
８
４
６

６
２
５
３
０
５
７
０
２
６
８
０

１

１

４
１
８
２
２
２



2486

１０８

204

表２０黒神中学校

表２１有村配水池

鹿児島大学工学部研究報告第２５号（1983）

黄
物
吋
０
０
０
２
２
８
７
３
４
３
８
５
３

上
側
３
３
７
７
４
１
１
１
２
１
２
３
３

硫
馴
職
：
：
：
：
：
０
０
０

塩素イオン硫酸イオン可溶性
成分
to､/k㎡・
month

蒸発
残さ

、g／、

不溶性
成分
to､/k㎡・
month

降水髄 降灰量

to､/k㎡・
month

へ

ＰＨ月 to､/k㎡・
month

to､/k㎡・
month ｍg／０ｍg／、、 ｍ、

７
４
９
６
５
４
２
５
２
１
５
５

１

１
１
３
５
１
６
５
３
１

７
４
９
６
５
４
２
５
２
１
５
５

１

１
１
３
５
１
６
５
３
１

０
８
１
１
９
０
７
７
６
１
９
９

●
●
●
■
。
●
●
●
●
●
●
●

３
０
５
８
７
１
１
２
２
４
４
４

３
８
４
５
５
６
３
４
９
０
４
６

７
６
２
１
３
１
０
１
９
６
６
１

１

１

１

３
８
４
５
５
６
３
４
９
０
４
６

７
６
２
１
３
１
０
１
９
６
６
１

１

１

１

７
０
４
６
５
８
２
５
４
８
０
２

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●

２
３
６
７
０
３
３
２
８
４
９
５

１
１

３

1733

3872

3361

1042

5450

１０１

９５４

552

2045

2528

5955

2527

４
１
５
２
４
３
４
１
４
５
９
０

５
６
４
８
４
３
５
５
６
７
２
６

１
１
１

２
３
３
１
１

７
１
８
１
５
７
１
９
５
４
８
９

２
３
３
４
５
１
１
１
１
１

1706

3841

3322

1001

5395

９３

９４３

542

2030

2513

5937

2508

４
２
３
７
２
５
２
１
６
７
５
３

。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
□
●

４
４
４
３
４
４
４
４
４
３
４
４

'2.38

13.95

18.95

35.71

17.05

15.80

２．３０

１３．４６

２．３９

７．１７

９．３０

２３．７２

５
７
８
５
１
４
３
１
４
２
２
５

７
９
６
０
４
２
３
９
３
０
３
３

１
１
２
５
２
２
１
１
１
３

４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

２
３
｜
鞘 3.98.925102４

｜
’

１
２
３

－

平均
■■■■■■■■■■■■■■■

４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

硫酸イオン
to､/k㎡･month

]‐４８

【)‐（肥

【)－９(］

【)‐４０

【)－６(」

J、４と

＊欠測値

*＊１１ヵ月平均

表２２鹿児島市14地点平均

月

９
２
９
２
９
０
５
５
６
７
７
０

０
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●

０
０
１
６
２
１
０
０
０
０
０
１

硫黄酸化物
、g/lOOcnf･day

０．２１

０．１６

０．３２

０．２０

０．２１
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表２３桜島７地点平均

、溶性成分
。､/ｋ㎡･month

丁溶性成分
ｏｎ/ｋ㎡･month

灰量
ｔｏｎ/ｋｍ２･ｍｏｎｔ

硫酸イオン
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硫黄酸化物
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平均 １８４５

＊桜島中学校，国民宿舎桜島荘を除く５地点平均

＊＊桜島中学校を除く（６地点平均，ただし降水量は７地点，硫黄酸化物は４
地点平均（桜島病院欠測値）

**＊硫黄酸化物については桜島病院を除く４地点平均

表２４桜島の噴煙活動（昭和57年度）
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3．２降灰量

が多かったのは鹿児島市役所で３６２ton/knimonth

（2.2倍)，次いで玉竜高校２５８ton/knf･month（2.1

倍)，原良小学校２５３ton/kIf･month（2.3倍)，甲東

中学校２３４ton/kllfmonth（1.7倍)，伊敷中学校２００

ton/knfmonth（3.0倍）と市のほぼ中央部から北部で

の降灰量が多かった．また（）内の数字は５６年度

の降灰量に対する倍率であるが，上述した地点につい

てみると，５７年度は５６年度の約1.7～3.0倍量の降

灰に見舞われていた．５７年度最も降灰量の少なかっ

た測定地点は，中山農協で年平均１９ton/knf･month

であった．例年中山農協，鹿経大は降灰量の少ない測

２
８
４
４

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３
｜
錨

１
１
１

158

161

152

123

156

106

131

123

166

263

219

185

1 １
２
６
４
７
６
２
２
０
８
４
９

１
２
１
１
１
１
１

６
９
０
５
１
２
３
５
３

１
１
１

１

０
６
３
５
７
６
１
４

１

１

１
４
７
５
０
２
４
３

１
２
１
１
１

８
４
４
１
４
２
０
５
５
３
８
４

１
１
２
１
１
１
４
１
３
３
４

１
１

＊Ａは気象台の分類による４～７までの大型噴煙

*＊Ｂは同じく１～３までの中型または小型噴煙

１

３

図２に表２２より得られた５７年度の鹿児島市１４

測定地点の平均月別降灰量を示す．

５７年度の年平均降灰量は，１３２ton/knf･monthであ

り，これは５６年度の８５ton/knf･monthの約１．６倍量

にあたり，５３年度の２３８ton/knfmonthに次ぐもので

あった．

図３に表１～表１４より得られた鹿児島市１４測定

地点別の年間平均降灰量を示す．５７年度最も降灰量
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一一月

図２鹿児島市14地点平均月別降灰量

定地点である．

図３より最も降灰量の多かった鹿児島市役所と，

また最も少なかった中山農協を選び，この両測定地点

の月別降灰量を表５，表１１に基づき図４に図示する．

図４からわかるように，年間を通して鹿児島市役所

の降灰量が多く，８月の２４７０ton/kni･monthおよび

１１月８８ｔon/kni･month，１２月９４ｔon/knf･month，１

月４３ton/klf･monthを除き，150～250ton/kIf･month

であった．一方中山農協では１００ton/knf･month以上

の降灰に見舞われた月はなく，６月６０ton/knf･month

を最高に，ほとんど３０ton/knf･month程度の降灰量

であった．

また両地点の月別降灰量にはかなりの差がみられ，

特に８月はその差が２４５７ton/knf･monthであり，差

が最も小さかったのは１月で３６ton/kIf･monthであ

った．

鹿児島市の測定地点において，鹿児島市役所での８

月の２４７０ton/kIf･monthという大量降灰は，昭和５３

年８月吉野中学校３１８６ton/knf･month以来のことで
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あった．８月は各測定地点で相当な降灰に見舞われ，

鹿児島市で１０００ton/knf･month以上の降灰があった

のは市役所のほか原良小学校１６５８ton/kIfmonth，伊

敷中学校１３２３ton/kIf･month，甲東中学校１２０４ton／

knf･month，玉竜高校１００８ton/knf･monthであり，こ

の月は日常生活等各方面にかなりの影響をおよぼした．
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図５桜島全島平均月別降灰量

一＝月

高免小学校，桜島中学校，
おける月別降灰量

図６lOOO

4０００

図５に桜島全島平均月別降灰量を示したが，鹿児

島市に比べやはり５７年度もかなり大量の降灰量であ

った．年平均の１８６０ｔon/klf･monthは５６年度の

1521ton/knf･month，５５年度１１０７ton/knf･month，５４

年度１１３９ton/knimonthより多く，５３年度の２２１９

ton/knfmonthに次ぐ大量降灰であった．

月別にみると，８月が最も多く４２３０ton/knf･month

で，これは昭和５３年度８月の７１８３ton/knf･monthに

次ぐ大量降灰であった．次いで１月が３４０１ｔon/klf

･month，２月が３１０３ｔon/k1,f･monthと３０００ｔon/knf

month以上の降灰量であった．その他の月は約５００

～2400ton/knimonthの降灰量であった．

図６～図８に，表１５～表２１より得られた桜島７
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8000 降った灰の量としては，５３年度８月桜島中学校の

18,810ton/kIf･monthに次ぐ豪灰であった．

３．３可溶性成分・硫酸イオンおよび

塩素イオン含有率・ＰＨ
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表２３より求めた桜島における可溶性成分・硫酸イ

オン・塩素イオン降下量の降灰に対する百分率(月別

の桜島全島平均値)を図９に示す．図をみると３成分

ともほぼ同じような変動をしており，３月を除き

SO42‐含有率はＣｌ‐含有率より高かった．可溶性成

分，ＳＯ４２‐，Ｃｌ‐含有率の年平均値はそれぞれ

0.81％，０．２８％，０．１５％で，５６年度の平均値(それぞ

れ１．２６％，０．４７％，０．２４％）よりいずれも小さく，

大量降灰に見舞われ５３年度の値(それぞれ０．７２％，

0.21％，０．１３％)に近かった．図９を図５と比較する

と全般的に降灰量の少ない時が可溶性成分含有率が高

い傾向にあり，これは今までの研究でもみられていた．

表２３より３成分の年平均降下量をみると，可溶性成

分は１５ton/k,,f･month，ＳＯ４２－は５．３ton/knf･month，

Ｃｌ‐は２．７ton/knfmonthであり，５３年度から５６年度

までの各成分の降下量，可溶性成分１２～１７ton/knf

･month，Ｓ042-4.7～５．２ｔon/knf･month，Ｃｌ-2.7～４．６

ton/Ｍ・monthと比較して，ほぼ同程度であった．

年
平
均

３４５６７８９１０１１１２１２

－－月

図９

測定地点の月別降灰量を示す．５７年度最も降灰量の

多かった測定地点は黒神中学校で，年平均値が２５１０

ton/knfmonthであり，次いで有村配水池２４８７ton／

kIf･month，国民宿舎桜島荘２３１３ton/kIIf･month，桜

島荘（市）２２３０ｔon/kllf･month，高免小学校１２１４

ton/knf･month，桜島病院１０３６ton/knf･monthの順で

あり，最も少なかったのは桜島中学校の８５８ton/knf

･monthであった．月別にみると，同じ月であっても

測定地点間でかなりの降灰量差が生じている月もある

が，これは表２４の噴煙の流れた方向，爆発規模の違

いからもうなずけることである．桜島では１測定地

点の降灰量としては，１０００ton/kIf･month以上の月は

珍らしくなく，また2000～3000ton/knf･monthも測

定地点によってはたびたび観測される．５７年度１月

当たり５０００ton/knf･month以上の大量降灰に見舞わ

れたのは，図６では国民宿舎桜島荘８月の16,478

ton/knf･month，図７では桜島荘１月の９０２５ton/ｋｌＩｆ

･month，図８では有村配水池１月の６４８３ton/knf

month，黒神中学校２月の５９５５ton/knf･month，８

月の５４５０ton/knf･monthであった．特に国民宿舎桜

島荘８月の16,478ton/knf･monthは，５６年度９月桜

島病院での13,762ton/knf･monthより多く，１ヵ月に

図８黒神中学校，有村配水池における月別降灰量

１．０

０
４５６７８９１０１１１２１２３年

平
均

一一＝月

桜島全島平均月別可溶性成分・ＳＯｉ２－・Ｃｌ-含有率
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図１１粒度分析（鹿児島市６月）

ＰＨについて考察すると，ｐＨ４．０以下を示した月

が５６年度鹿児島市１６５例中１１例（6.7％)，桜島８４

例中３６例（42.9％）に対し，５７年度は鹿児島市１６６

例中１例もなく，また桜島では８２例中１４例（17.1

％）と少なかった．この理由として一つには，降水量

が１月当たり年平均１６５ｍｍで５６年度年平均１２６ｍｍ

より若干多くなったこと，またＣｌ‐降下量が５６年度

よりやや減少したことが考えられる．降水の酸性化に

SO42-，Ｃｌ‐濃度が何らかの影響を及ぼしているらし

いことは前報2)で述べたが，５７年度年平均のＳＯ‘2‐

およびＣｌ‐降下量はそれぞれ５．３ton/knf･month，２．７

ton/knf･monthで５６年度はそれぞれ５．３ｔon/knf

month，４．６ton/knf･monthであり，ＳＯ４２‐降下量は

変らぬもののＣｌ‐降下量が５６年度の約６割に減っ

たことも，降水のＰＨを上げる一因となったと思わ

れる．

3．５粒度分析

一一粒径い、）

4０ 玉竜高校

（９．７km）

3０

2０

「
１０

０

ママｏ
ｔ－守

鹿児島市役所

（９．８km）

4０

３．４タール分分析

６月定期採取降灰について，鹿児島市の１４測定地

点のうち降灰量の多かった玉竜高校，鹿児島市役所，

南中学校および桜島７測定地点のタール分分析を行

ないこれを図１０に示した．
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図１０タール分分析（６月降灰）

鹿児島市では降灰中タール分％は0.025～0.066％，

一方桜島では，0.013～0.040％と鹿児島市の場合測定

例が３例と少ないのではあるが，タール分含有率は

桜島に比べ幾分高いように思われ，この傾向は今まで

にもみられた．降下タール分についてみると桜島の方

が多く，特に黒神中学校では０．９５ton/knf･monthであ

った．
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めていた．250～500鰹、の粒径成分は高免小学校が

約５８％と最も高く，南南西もしくは南の風がかなり

強く吹いたことがわかる．降灰の粒径は火口からの距

離，風力等に左右され，また噴火の時期によっても粒

図１１．図１２に鹿児島市３地点および桜島７地点

の降灰の粒度分析結果を示す．図には南岳火口からの

距離も並記した．

鹿児島市では500ﾉα、以上の灰はほとんどなく，ま

た250～500鰹、の灰もわずか５％以下であったのに

対し，桜島では500ﾉL４ｍ以上の粒径の灰も所によって

かなりあり，高免小学校，黒神中学校で１２．５％を占

径の異なった灰が降るようである．

３．６重金属成分

表２５不溶性・可溶性重金属成分分析結果

銅
一
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匪
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恥

試料 高免小学校 国民宿舎桜島荘

璽豆i雫
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９
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2２ 0.3 ３0．０６

表２６不溶性・可溶性重金属成分分析結果

0．０５

０．０２

試料 桜島病院 桜島荘
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表２７不溶性・可溶性重金属成分分析結果
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定期採取とは別に採取した雨にぬれていない降灰（粒

径：149～500ﾉu、）であり，国民宿舎桜島荘，黒神中

学校，桜島病院は８月定期採取の降灰（粒径：149～

500ﾉα、）であり，降灰（５月）とは桜島荘を除く桜

島６測定地点の５月定期採取降灰をそれぞれ等量ず

つ混合したもの，降灰（１０月）とは高免小学校，桜

島中学校を除く桜島５測定地点の１０月定期採取の降

灰をそれぞれ等量ずつ混合したもの，降灰（１２月）

とは有村配水池，黒神中学校，桜島荘の１２月定期採

取の降灰を重量比で２：１：２に混合したものである．

降灰（５月)，〃（１０月)，〃（１２月）とも105～250

"、の粒径のものを使用した．

著者らは以前にも降灰中のＤＯＰ，ＤＢＰを調べた4）

が，その際には桜島降灰中に７～９ｐｐｍのＤＯＰ，１

～８ｐｐｍのＤＢＰを見出し，また同時に行なった有

珠山降灰中には１４３ｐｐｍのＤＯＰ，２４１ｐｐｍのＤＢＰ

を検出した．今回行なった桜島降灰の分析では，０．１

～1.7ｐｐｍのＤＯＰ，0.1～0.4ｐｐｍのＤＢＰが検出さ

れた．地点別および季節による差は小さいようである

が，５月降灰中に１．７ｐｐｍとやや高いＤＯＰが検出

された．フタル酸エステルはプラスチックス等の可塑

剤として大量に使用されている．その実害については

まだ明らかではないが，今後も注意して調査する必要

があると思われる．

表25～表２７に５７年度８月桜島６測定地点（桜島

中学校は台風のため欠測値）定期採取降灰の不溶性成

分および可溶性成分（降水中）に含まれる６種の重

金属について調べた結果を示す．デポジット容器の中

に繁藻抑制剤として0.1ＭCu(NO3)2を約１，２入れて

いるため，可溶性成分中のＣｕ含量は測定しなかっ

た．またｐｂについては検出限界（0.007ｐｐｍ）以下

であったので記載しなかった．不溶性成分は乳鉢です

りつぶして，ふるいにかけ４４ﾉα、以下の粒径のもの

を使用したが，桜島荘および有村配水池の不溶性成分

は量的に少なかったため，４４～74浬、の粒径のもの

も加えて使用した．

不溶性成分中の重金属については，測定地点間の差

はほとんどないものの，Ｃｕについては有村配水池お

よび桜島荘での含有率が240ｐｐｍ，170ｐｐｍと他に

比べるとかなり高い値となった．このため粒径の違い

による重金属成分含有率を調べるため，鹿児島市役所

の８月定期採取とは別に採取した雨にぬれていない

降灰をふるいわけし，250～500ﾉｕ７７ｚ，４４ﾉ〔"7Z以下の２

つの粒径の降灰について分析した結果を表２８に示す．

表２９降灰中のＤＯＰ・ＤＢＰ

表２８不溶性重金属成分含有率

ＤＯＰｐｐｍｗ/ｗ 】ＨＰｎｒ

甲甲字秋

峰〃

,仁

1１６

掘
一
伽
Ｒ
Ｍ
Ｑ
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別

３．７ＤＯＰ・ＤＢＰ分析結果

５７年度の鹿児島市および桜島の平均月別硫黄酸化

物（表２２．表２３）を図１３に示す．５７年度鹿児島市

年平均値は０．１７，９/100c㎡･dayと５６年度の０．１８，９

/100cnf･dayとほとんど変らず，鹿児島市での硫黄酸

化物汚染は小さいようであった．

月別にみると鹿児島市ではほとんど０．２１，９/100cnf

･dayの硫黄酸化物量であったが，６月の０．３２，９/100

cnMayは５３年度からの調査期間中鹿児島市平均と

しては最も高い値であった．６月の噴煙活動状況を表

試料

３．８硫黄酸化物

500～250ﾉα、

灰に吸着されたＤＯＰ・ＤＢＰの分析結果を表２９に

示す．表２９の試料名において鹿児島市役所は８月に

２６０
４

２．６×１０

９

２７０

４４

１８

表２８をみると，Ｍｎ・Ｆｅ・Ｎｉ・Ｚｎ・Ｐｂについ

てはさほど粒径による違いはみられなかったが，Ｃｕ

については若干の差が生じた．不溶性成分中にはＦｅ

が最も多く，2.3～3.0×104ｐｐｍ含まれていた．Ｆｅ

については例年とさほど差はなかったが，Ｐｂについ

ては５６年度より少し低い値をとり，その他の金属に

ついてはやや高い値であった．
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一一朝日生命谷山

朝日生命谷山，谷山福祉会館における

月別硫黄酸化物

一 月

４５６７８９１０１１１２１２３

一一月

図ｌ３鹿児島市および桜島の平均月別硫黄酸化物

２４よりみると，Ａ級噴煙が１２回あり，そのうち９０．６

回が南西に流れており,そのため図'からわかるよ言
うに,火口のほぼ南西に位置する朝日生命谷山(０．５０壱０５

凧，/'０Ｍ州谷山福祉会館I…/Ⅲ㎡重言,』
一方桜島では年平均仙緬，/'00㎡dayと56年度霊。，
の０．４８，９/100cni･dayと比べるとやや低いものの，渥

蕊瀞礁灘；訓蓋
が０．６３，９/100cnf･dayと，やはりかなりの硫黄酸化

わらず’硫黄酸化物量は０．２０，９/100cnf･dayと小さ図１４

かつた朝日生命谷山および谷山福祉会館の月別硫黄酸地点でも

化物量を示した．年平均値はそれぞれ０．２２，９/100cnfつたが，４

．day，０．２３，９/100ｃ㎡･dayであって，とりわけ汚染囲内にあ‐

を問題にする値ではないが，６月にみられた約０．５，９

/100cnf･dayは注意を要する値である．６月には他の

地点でも０．３，９/100clIf･dayを越えたものが数カ所あ

ったが，その他の月は例年でもしばしば観測される範

囲内にあった．

年
平
均

３４５６７８９１０１１１２１２
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４．結論

昭和５７年度調査結果を要約すると，鹿児島市も桜

島もかなりの降灰に見舞われ，その量は５３年度に次

ぐ大量のものであった．特に８月２５日の噴火は市の

中心部から北部にかけて集中的に豪灰をもたらし，市

民の生活にかなりの被害を与えた．

降灰の年平均可溶性成分およびＳＯ４２‐・Ｃ２－含有

率は５６年度に比べ低くなっており，大量降灰のあっ

た５３年度の年平均値に近いものであった．降水の

ｐＨについては降水量が多かったことや，Ｃ２－降下量

が少なかったこともあってか，５６年度に比べやや高

かったが，それでもまだかなりの酸性を示していた．

降灰の不溶性成分・可溶性成分中の金属成分含有率

については，Ｆｅを除き例年に比べて全般的にやや高

いものであった．

2.2 1.5

118

－４５６７８９１０１１１２１２３年
・平
均

一 月

図１５桜島病院，桜島荘，有村配水池における
月別硫黄酸化物

図１５には桜島で５７年度中に硫黄酸化物の多かっ

た３地点の月別硫黄酸化物量を示す．桜島病院の８．

９月および有村配水池の２月は台風その他のやむを得

ぬ事情で欠測値となった．年平均値は桜島病院が

0.71,9/100cni･dayと最も高く，次いで有村配水池

0.48,9/100cnf･day，桜島荘０．４１，９/100cnf･dayの順

であった．月別にみると桜島病院７月が１．８１，９/100

ｃｌ１ｆ･dayとかなり高い値を示し，また有村配水池でも

１２月に１．４６，９/100cni･dayを示した．二酸化鉛キャ

ンドル法で１．０，９/100cIi･dayはかなりの汚染（５４

年度鹿児島県環境白書）とされているので，１．０，９

/100cni･dayの硫黄酸化物量はそうめずらしいことで

はない桜島においては，常に火山ガスに対する何らか

の対策を考えておかなければならない．

桜島５測定地点の５３年度（有村配水池は５６年度）

からの年平均硫黄酸化物を図１６に示す．図１６には

５ヵ年間（有村配水池は２ヵ年間）の平均値も示した．

最も硫黄酸化物汚染のひどいところは，桜島病院で５

カ年平均が０．６５，９/100cIf･dayであった．次いで有

村配水池０．６２，９/100cnf･day（２カ年平均)，桜島荘

÷高免小学校

--。-－桜島病院

－－←桜島荘（市）

･･･…●…･･･黒神中学校

－卜有村配水池
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図,６桜島測定地点別年平均硫黄酸化物舌
0.59,9/100cnf･day，黒神中学校０．２３，９/100cnf・day，

最も汚染の小さかったのは高免小学校で０．１６，９/100

cmf､dayであった．黒神中学校は０．３５，９/100c㎡,day

以下，高免小学校は０．２０，９/100cnf･day以下と硫黄

酸化物量も少ないし，また変動も小さい．これに対し，

桜島病院，桜島荘は0.41～0.87,9/100cni･dayと汚

染度も，変動も大きく，明らかに有村，野尻地区は硫

黄酸化物をはじめとする火山ガスに対して常に注意を

払っておかねばならない地区といえよう．

0.4
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降灰に吸着されたＤＯＰ・ＤＢＰについては，５月

の灰について１．７ｐｐｍのＤＯＰ，鹿児島市役所の雨に

ぬれていない８月の降灰から０．４ｐｐｍのＤＢＰが検

出された．

硫黄酸化物については，５３年度からの調査で，桜

島中学校，国民宿舎桜島荘を除く桜島５測定地点中

では，高免小学校が最も硫黄酸化物汚染の少ない地点

で，次いで黒神中学校であり，桜島病院，桜島荘，有

村配水池のある野尻，有村地区は，高濃度の硫黄酸化

物を含有する火山ガスに常に襲われる危険性を持った

地区であることが明らかになった．

終わりに本研究に当たり，桜島噴煙データを提供し

て戴いた鹿児島地方気象台に厚く感謝の意を表する．
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